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 論文の章別構成は、以下のとおりである。  
 
序章  
 問題の所在  
 研究の枠組みと方法  
 論文の構成と意義  
第一章 政道と政体をめぐる二つのアプローチ  
 はじめに  
 第一節 「人和」の実現と「公会」―加藤弘之の初期議会論についての再考  
2 
 
 第二節 「理」の探索と国会―兆民の憲政三部作を中心に  
 結びに代えて―二つのアプローチ  
第二章 「中心」と憲政の妙用――大隈重信の中国憲政論  
 はじめに  
 第一節 大隈における日本と中国  
 第二節 大隈奏議書に見られる憲政観  
 第三節 大隈の見た清朝中国の課題  
 第四節 大隈の提案  
 第五節 辛亥革命後の観察  
 結びにかえて―思想と現実の課題  
第三章 「保合」と「政体試験」――有賀長雄の見た変革期中国  
 はじめに  
 第一節 有賀における中国と文明  
 第二節 革命前後の観察  
 第三節 民国初期の憲政建設をめぐる提案  
 結びにかえて―旧政道と「新政体」  
第四章 革命から改造へ――宮崎滔天の夢と中国  
 はじめに  
 第一節 人と夢  
 第二節 滔天と中国  
 第三節 滔天の改造論  
 結びにかえて―滔天における政道と政体  
第五章 階級闘争と王道――橘樸における近代中国の創出  
 はじめに  
 第一節 人生と社会  
 第二節 橘が見た 1920 年代の中国  
 第三節 「東洋」の可能性  
 結びにかえて―橘における政道と政体  
終章  
 
 以上、A4 版で本文と註を合わせて２５３頁であり、字数は約２９万３０００字である。  
































































































































































































 本論文について、特に評価すべき点は、以下のごとくである。  
 第一に、本論文は、主たる対象とした４名に関わる史料を渉猟し、彼等の中国理解と体
制構想とを深く関連付け、しかも、先行研究を着実に踏まえた上で、それらの内容をさら
に明らかにしている。それは、単純な「日本人の中国観」の羅列ではない。本論文によっ
て、中国とのかかわりに関する近代日本の政治思想史の研究水準は、一段と高まったとい
うことができる。  
 第二に、清末から民国の時代の中国の政治の歩みについて、日本人による観察と改革構
想を通じて、それが、結局実現しなかった（あるいは、これまでのところ実現していない）
どのような可能性を有していたかを、浮き彫りにしたことである。その結果、本論文は、
中国において今なお問われ続けている重大な政治の課題についても示唆的であり、さらに
思考を深めるべきことを迫るものとなっている。  
 第三に、「政道」と「政体」という、儒学的教養を基礎に政治について考える人々に特に
即した概念枠組みを用い、それによって、対象となっている人々の思想の構造をかなりの
説得力をもって解析したことである。欧米人が欧米の歴史的経験のみに基づいて構築した
概念や枠組みを、中国に安易に応用して「先端的」研究であることを装う論文がなお少な
くない現状において、これは貴重な試みであると言うべきである。  
 
 但し、本論文にも、やや不十分と思われる点がないでもない。例えば、筆者は、時々、
図を用いて、対象とした人物の思考の構造を説明している。しかし、それらには、明確化
したというよりは、単純化したように見える場合がある。図解の有効性とその危険性につ
いては、なお検討の余地があるであろう。また、「政道」の概念がやや捉えにくい印象を与
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える場合もないではない。しかし、このような点も、本論文の価値を大きく損なうような
ものではない。  
 
 以上を総合し、本小委員会は、本論文が日本政治思想史にかかる優れた作品であり、博
士（政治学）の学位に十分値いする業績であると認めた。  
 
４．口頭試問  
  
 本小委員会は、２０１４年１２月８日に何氏の口頭試問を実施し、その論文を中心とし
て関連のある事項についての試問を行った。その結果、同氏が論文に現れたものと同等の、
博士（政治学）の学位にふさわしい学識、研究能力および外国語能力を備えていると判定
した。  
 
５．結論  
 
 以上の審査の結果、本小委員会は、何鵬挙氏が、研究能力並びに学位論文に結実した研
究成果の水準の両面において、博士（政治学）の学位を受けるのに十分値いするものと判
定する。  
